
　大和市民児協は11の単位民児協から成り、コロ
ナ禍においても各地区の活動状況や工夫した事例
等の情報共有を図りながら、「新しい生活様式」を
踏まえた民生委員・児童委員活動を進めています。
　各地区の民児協では、見守り対象の方に個別包
装のマスクと民生委員のリーフレットをポスティ
ングしたり、子育て世帯にマスクやクリスマス
カードを送付したり、子どもたちの登下校時のパ

特集①　変わらない「きづく・つなぐ・みまもる」活動
　　　　～新たな神奈川県版活動強化方策に込めた想いとは～
特集②　民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様へ～令和４年度神奈川県所管課より～
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トロールを継続して行うなど、地域の特色に合わ
せて、工夫をしながら地域に寄り添った活動を続
けています。
　今後も、新しい生活様式を踏まえ、子育てサロン
を屋外で行うなど、現状に合った新たな取り組み
も行っていきたいと考えています。

（大和市民生委員児童委員協議会）
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神 奈 川 県

まなざし
いってらっしゃい !  子どもの笑顔は活動のエネルギーです。
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変
わ
ら
な
い「
き
づ
く
・つ
な
ぐ
・
み
ま
も
る
」活
動

〜
新
た
な
神
奈
川
県
版
活
動
強
化
方
策
に
込
め
た
想
い
と
は
〜

　

令
和
４
年
３
月
、
新
た
に
「
神
奈
川

県
版
活
動
強
化
方
策
」（
令
和
４
年
度

～
８
年
度
）
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
が
め
ざ
す
活
動
方
針
」（
平
成

29
年
度
～
令
和
３
年
度
）
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
方
策
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
方
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
振

り
返
り
や
県
域
で
の
共
通
課
題
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
委
員
活
動
の
方
向
性

を
示
し
て
い
ま
す
。
冊
子
と
し
て
完
成

し
た
こ
と
を
受
け
、
策
定
に
あ
た
っ
た

総
合
企
画
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）

の
正
副
委
員
長
と
県
民
児
協
桐
生
会
長

を
迎
え
、
本
方
策
の
特
徴
や
込
め
ら
れ

た
想
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
方
策
を
手
に
取
っ
て
み
て

―
―
で
き
た
て
の
方
策
を
手
に
取
っ
て

み
て
い
か
が
で
す
か
。

寺
下
さ
ん　

第
１
回
委
員
会
か
ら
１
年

以
上
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
が
、
相
談
者
の
困
り
ご
と

に
「
き
づ
く
」。
適
切
な
関
係
機
関
・
団

体
に
「
つ
な
ぐ
」。
つ
な
い
だ
あ
と
継
続

的
に
「
み
ま
も
る
」。
こ
の
３
つ
の
言
葉

が
委
員
活
動
の
基
本
で
あ
り
、
今
回
、

整
理
さ
れ
た
こ
と
で
活
動
の
仕
方
が
分

か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

白
鳥
さ
ん　

「
や
さ
し
い
言
葉
で
わ
か

り
や
す
く
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。
文
章
ば
か
り
で
は
な
く
、
活
動

の
ヒ
ン
ト
や
実
践
事
例
、
表
や
イ
ラ
ス

ト
が
あ
る
こ
と
で
読
み
や
す
い
で
す
し
、

色
合
い
も
可
愛
ら
し
い
感
じ
で
い
い
で

す
ね
。

■
各
方
策
の
ポ
イ
ン
ト

―
―
本
方
策
は
、「
き
づ
く
・
つ
な
ぐ
・

み
ま
も
る
」
と
い
う
変
わ
ら
な
い
ベ
ー

ス
の
上
に
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
取
り
組

み
を
挙
げ
、
方
策
１
か
ら
３
の
柱
は
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
整
理
し
ま
し
た
。
各

方
策
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
下
さ
ん　

方
策
１
で
は
、
委
員
個
人

が
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
。
そ
の

た
め
に
「
つ
な
ぎ
先
」
を
知
っ
て
お
く
こ

と
、「
つ
な
ぎ
先
」
の
情
報
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
変
化
し
続
け
る
地
域

の
現
状
を
受
け
止
め
、
そ
の
つ
ど
学
び
、

理
解
し
て
い
く
姿
勢
も
大
切
で
あ
る
と

確
認
し
ま
し
た
。

白
鳥
さ
ん　

委
員
活
動
に
正
解
は
な
く

終
わ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
、
委
員

に
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
の
か
」
と
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
相
談

方策1方策2

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の

個
別
支
援
機
能
の
発
揮

複
雑
・
多
様
化
す
る
課
題
を
受

け
止
め
、
つ
な
ぐ
た
め
の
多
様

な
機
関
・
団
体
と
の
連
携

座談会にご協力いただいたみなさん。
ありがとうございました。

寺下　かつ子さん
（総合企画委員会委員長／

大井町民児協会長）
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第４期総合企画委員会　委員名簿
（任期：令和２年４月１日～令和５年３月31日）

委員一覧（敬称略）
氏　名 役職（所属）

◎寺下かつ子　 大井町民児協会長

○白鳥　　勉　 伊勢原市成瀬地区民児協会長

井澤　　興 横須賀市民児協副会長、衣笠第１地区民児協会長

山元　重治 小田原市民児協副会長

北村　　均 秦野市民児協常任理事、広畑地区民児協会長、主任児童委員部担当会長

宮本　　隆 厚木市小鮎地区民児協会長

小西　悦子 寒川町南部地区民児協会長

中村美安子 神奈川県立保健福祉大学教授

中村　貴之 茅ヶ崎市民児協事務局（令和３年３月31日まで）

谷田　　亮 座間市民児協事務局（令和３年６月21日から）

望月　正雄 神奈川県地域福祉課

桐生　行雄 オブザーバー（神奈川県民児協会長、海老名市民児協会長）

◎：委員長、○：副委員長



盤
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
包
括
支
援
体
制
が
進
め
ら
れ
、

今
後
は
、
行
政
や
社
協
、
民
児
協
が
い

か
に
連
携
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か

が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

桐
生
さ
ん　

１
０
０
年
以
上
続
く
委
員

制
度
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
な
り

手
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
方
策
３
の
持
続
可
能
な
基

盤
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
活

動
を
見
直
す
こ
と
で
、
仕
事
を
し
な
が

ら
誰
で
も
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
い
う
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

定
例
会
の
土
日
開
催
な
ど
、
民
児
協
組

織
で
工
夫
で
き
る
こ
と
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

■
委
員
会
を
振
り
返
っ
て

―
―
委
員
会
に
参
加
す
る
中
で
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

寺
下
さ
ん　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
の
出

会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
異
な
る
地

域
の
方
々
と
課
題
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

普
段
気
づ
か
な
い
こ
と
に
も
気
づ
け
、

自
分
の
民
児
協
を
振
り
返
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
の
負
担
を
少

な
く
す
る
た
め
に
も
、
活
動
の
基
本
で

あ
る
「
き
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
み
ま
も

る
」
こ
と
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、
活

動
が
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

白
鳥
さ
ん　

初
め
の
１
、
２
回
目
の
委

員
会
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
方
向
に

進
む
か
不
安
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
委
員
の
想
い
が
一
つ
に
な
る
の

を
感
じ
、
委
員
会
に
参
加
す
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
議
論
を
す
る
中
で
、
地

域
性
や
民
児
協
の
規
模
に
よ
り
抱
え
る

課
題
は
異
な
る
中
で
も
、
そ
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も

者
が
十
人
い
れ
ば
十
通
り
の
支
援
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
委
員
同

士
や
専
門
機
関
等
と
「
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
る
」
こ
と
が
委
員
活
動
を

す
る
上
で
大
事
で
あ
り
、
一
緒
に
考
え

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
へ
の
支
援
の
厚

み
が
増
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
活
動
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
委

員
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
、
地
域
の
関

係
機
関
・
団
体
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大

切
で
、
こ
れ
が
委
員
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
る
。
こ
れ
ら
が
方
策
２
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

寺
下
さ
ん　

自
治
会
や
消
防
団
等
の
地

域
に
密
着
し
て
い
る
団
体
も
高
齢
化
等

で
な
り
手
確
保
が
難
し
く
、
地
域
の
基

方策3

持
続
可
能
な
委
員
活
動（
制
度
）

の
た
め
の
取
り
組
み

白鳥　勉さん
（総合企画委員会副委員長／

伊勢原市成瀬地区民児協会長）

桐生　行雄さん
（総合企画委員会オブザーバー／

神奈川県民児協会長／海老名市民児協会長）
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地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

桐
生
さ
ん　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
本
当
に
熱

心
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

寺
下
さ
ん　

委
員
会
で
の
議
論
は
盛
り

だ
く
さ
ん
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
検
討
を
重

ね
る
中
で
、
方
策
は
作
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
委
員
同
士
で
活
動
を
振
り

返
る
過
程
が
大
事
で
あ
る
と
、
実
感
し

ま
し
た
。

■
各
地
域
で
の

　
　
　
　
活
用
に
向
け
て

―
―
本
方
策
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に

考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

白
鳥
さ
ん　

私
の
地
区
で
は
、
７
月
頃
、

２
日
間
に
分
け
て
地
域
版
の
活
動
強
化

方
策
を
作
る
予
定
で
す
。
33
名
の
委
員

を
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
用
い
「
き
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
み
ま

も
る
」
の
そ
の
先
の
活
動
を
考
え
る
内

容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
版

活
動
強
化
方
策
を
ベ
ー
ス
に
地
区
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
活
動
強
化
方
策
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

桐
生
さ
ん　

各
地
区
の
会
長
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
て
振
り
返
り
の
場
を
生
み
出

し
て
い
た
だ
き
、
委
員
同
士
で
想
い
を

共
有
し
、
地
域
に
根
差
し
た
進
む
べ
き

道
を
確
認
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

寺
下
さ
ん　

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
作
り

上
げ
た
本
方
策
を
、
ま
ず
は
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
大
井

町
民
児
協
で
も
、
み
な
さ
ん
の
地
域
で

も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
持
続

可
能
な
委
員
活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

見直しと議論の
たたき台に

　総合企画委員会での熱心な議論と事務局の
丁寧な資料づくりを重ねて、この方策がまとまり
ました。とても見やすくわかりやすいものになっ
たと思うのですがいかがでしょうか。
　今回の策定でよかったと思うことは、地域や
制度が変わっても、変わらない委員活動の基本を
「きづく・つなぐ・みまもる」と、わかりやすく覚え
やすいフレーズでお示しできたことです。同時期
に、全民児連が『地域共生社会の実現に向けた
民生委員・児童委員、民児協としての行動方針』
を作成し、その中で「気づく、つなぎ、見守る」を
示したこととも、ちょうど符合しました。これまで
あちこちで何となく言われてきたことを明確に言
葉として示せたことは、これからのぶれない活動
展開という点でもとても良かったと思います。

　民生委員制度の100年は、時代の変化への柔
軟な対応の歴史でもありました。今、家族員数の
減少や生活課題の多様化、退職年齢の延長によ
る委員のなり手不足や高齢化、任期の短期化、
仕事と活動の両立、コロナ禍での混乱など悩む
ことも多い委員活動ですが、このような新しい状
況に対する柔軟な対応が、これからの委員活動
においてどのように行いうるのかを考え合い、知
恵と工夫を出し合うことが求められています。
　総合企画委員会での議論は、委員活動の変わ
らない基本を確認するとともに、変化への柔軟
な対応の必要性を確認する場でもありました。
本方策には、その要素がちりばめられています。
これをたたき台に、各地域で活動を改めて見直
し、今後のあり方を議論いただけたら幸いです。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

	

	

総合企画委員会委員 /
神奈川県立保健福祉大学
教授 中村 美安子さん

ダイジェスト版

本会HPからダウンロードできます。

冊子版
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　新型コロナウイルス感染症については、新たな変異
ウイルスの出現により、感染の拡大と縮小を繰り返し
ながら、未だ予断を許さない状況が続いています。
　そうした中、民生委員・児童委員の皆様が、地域の
身近な支援者として、感染防止を徹底し創意工夫を凝
らした様々な活動により、地域の社会福祉の推進に
ご尽力くださっていることに感謝申し上げます。
　コロナ禍の長期化により、子ども、女性や孤独・孤
立に陥っている方への影響が懸念されています。神奈
川県では、こうした生活困窮者を支援するため、昨年
11月に神奈川県生活困窮者対策推進本部を設置し、
県庁全体で取組みを進めています。
　また、当課では、クラスターが発生するなど新型コ
ロナウイルス感染症の感染が確認された施設等への
支援に継続的に取り組んでいるところです。
　今年度は、３年に１度の民生委員・児童委員一斉改
選の年となります。コロナ禍での一斉改選となり、民

生委員・児童委員の皆様には多大なご苦労をおかけす
ることとなりますが、民生委員・児童委員制度を維持
していくためには、皆様のご協力が不可欠なものと考
えています。
　民生委員・児童委員制度における課題については、
多くの場で話し合いをさせていただき、主なものとし
て、民生委員・児童委員の皆様にかかる負担、担い手
不足、民生委員・児童委員の認知度等があるものと考
えています。
　今後も、当課では、こうした課題の解決に向けて、
民生委員・児童委員皆様の活動を支援していくととも
に、民生委員・児童委員の充足率の向上が図れるよう
取り組んでまいります。
　民生委員・児童委員の皆様におかれましては、ご自
身とご家族の安全を最優先としつつ、引き続きご協力
を賜りますよう、お力添えのほど、よろしくお願いいた
します。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、未だ先行きが
見通せず、コロナ禍の長期化は生活に大きな影響を及
ぼしています。特に子どもや女性、孤独・孤立に陥って
いる方への影響が懸念されます。
　こうした中で、当課ではヤングケアラー、ケアリー
バー（入所施設、里親家庭等の社会的養護を経験
し、退所した方々のこと）に対する支援を強化してい
ます。ヤングケアラーへの支援としては、相談窓口やケ
アラー支援専門員を設置するとともに、ケアラーズカ
フェ（ケアラー同士で気軽に集まれる居場所）の支援
やヤングケアラーの学習支援を行います。
　ケアリーバーへの支援としては、既存の相談支援
事業をより充実させるとともに、新たに医療連携、
法律相談及びアウトリーチ生活支援、自立後の生活
を体験できる事業を実施し、孤独・孤立を防ぐ支援

を行います。
　また様々な事情から家庭を離れて生活することを余
儀なくされた、社会的養護を必要とする子どもたちが
安心して健やかに成長することができるよう、里親等
における養育も引き続き推進していきます。
　地域の支援者である民生委員・児童委員の皆様に
は、日頃から身近な相談相手、良き理解者として、地
域の子どもたちや家庭への声かけをしていただくなど、
大変重要な役割を担って頂いております。特にヤング
ケアラーは自分自身でヤングケアラーであると認識す
るのは難しいと言われています。ヤングケアラーと思
われる子どもたちに気が付いた際は、相談機関に繋
ぐなど、今後とも子どもや家庭に寄り添った温かい支
援をお願いいたします。

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様へ
～神奈川県所管課より～

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

お知らせ～７月より県民児協事務所が移転します～
新 住 所　〒221-0835　神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2　かながわ県民センター12階
電話番号　045-534-5812　FAX番号　045-312-6307　※電話番号は変わりません。
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事
業
内
容

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）。事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・

決
算
な
ど
の
審
議
・
議
決（
総
会
）。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　

総
合
企
画
委
員
会
で
は「
神
奈
川
県

版
活
動
強
化
方
策
」（
令
和
４
～
８
年

度
）
に
基
づ
く
進
行
管
理
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
版
活
動
強
化
方
策
の
策

定
支
援
を
進
め
、広
報
委
員
会
で
は「
県

民
児
協
だ
よ
り
」
の
企
画
・
編
集
、
通

信
員
連
絡
会
で
は
連
絡
会
を
開
催
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　

市
町
村
民
児
協
事
務
担
当
者
会
議
の

実
施
や
情
報
支
援
を
通
じ
た
連
携
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、
県
担
当
課
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

◎
会
員
慶
弔
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員

本
人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
を
贈
呈
。

◎
助
成
事
業
の
実
施

　

地
域
福
祉
活
動
促
進
費
の
助
成
、
活

動
推
進
事
業
の
助
成
、「
地
域
版
活
動

強
化
方
策
」
の
策
定
支
援
に
か
か
る
助

成
及
び
出
張
講
座
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動

助
成
、
指
定
地
区
民
児
協
へ
の
事
業
費

助
成
、
活
動
保
険
掛
金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
及
び
連
絡
会
議
を
活
用
し
、
そ

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
認
識
を
深
め
る
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

〈
本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施
〉

①
市
町
村
民
児
協
会
長
研
修
会
②
単
位

民
児
協
会
長
研
修
会
③
課
題
別
集
中
講

座
④
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換
会
。

〈
県
・
横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力
〉

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②
リ

ー
ダ
ー
研
修
③
テ
ー
マ
別
研
修
へ
の
協
力
。

◎
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
・
整
理

　
「
個
別
援
助
票
の
手
引
き
」
の
改
訂
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

　
「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
県

民
児
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」

を
活
用
し
た
広
報
強
化
。
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
。

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
④
全
国
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
活
動
研
修
会
⑤
全
国
民
生
委

員
指
導
者
研
修
会（
民
生
委
員
大
学
）　

◎
関
係
団
体
・
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　

県
・
県
内
団
体
主
催
の
会
議
等
へ
の

参
加
協
力
等
。

令和４年度県民児協　事業計画・予算
令和３年度第２回総会（書面審議）において、令和４年度事業計画及び
予算が承認されました。重点目標および主な事業についてご報告します。

１．社会的孤立を防ぐための個別支援活動の推進
　委員活動の中心となる個別支援活動。「身近な相談相手」として、委員自身が安心して相談役を担うた
めには、対応の基本の理解、つなぎ先を知ること、困ったときの相談先の情報把握などが必要です。その
ための学習機会の充実や、委員活動上の軸となるマニュアルの整備など、委員自身が安心して活動できる
ための取り組みを進めます。

２．複雑・多様化する課題を受け止め、つなぐための多様な機関・団体との連携
　地域における生活課題は複雑・多様化しており、一人の委員や一つの機関での解決は難しい状況にあ
ります。委員は「つなぎ役」として、関係機関・団体とのネットワークを生かした活動が強みとなります。こ
の強みを生かすために、同じ課題に向けて取り組む専門機関や地区社協、自治会などとの関係づくりを進
め、連携を強化します。

３．持続可能な委員活動（制度）のための取り組み
　一斉改選を迎える本年度、委員確保が喫緊の課題となります。委員のやりがいや魅力を広めるととも
に、仕事・子育て・介護をしながらでも活動できるような、委員活動の在り方についても検討を進めます。
　また、委員にとって最も身近な単位民児協運営の重要性を再確認し、「振り返りの機会」としての「地域
版活動強化方策」策定に向けた取り組みを促進します。

特集3
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今期初めての
通信員連絡会も
オンラインで

開催できたよ！

コロナ禍での事業運営も丸２年に
　一昨年度は、多くの役員会が書面開催となりましたが、コ
ロナ禍２年目の令和３年度は、市町村民児協のサポートをい
ただきながら、オンラインによる会議開催を進めました。
　また、「オンライン情報
交換会」（年４回）を令和３
年度より新たに実施するな
ど、コロナ禍でもオンライ
ンを活用し、委員同士の交
流、情報交換を行いました。

新任地区民児協会長研修会を一年越しに開催
　令和２年度に延期となった標記研
修会を令和３年９月、アルコール消
毒液やアクリルパネルの設置、会場
の換気など感染症
対策を講じたうえ

で集合及びオンラインにて開催しました。研修
では、令和２年度に作成した、新任地区民児協
会長向け小冊子『新任地区民児協会長の役割
と心構え』を活用しました。

一斉改選に向けて自治会等説明用
パンフレットを刷新

　自治会や委員候補者へ委員活動の内容等を伝
える際に活用できるパンフレットを作成しました。
　よりリアルな想いを届けるべく、見開きページで
は、現任民生委員・
児童委員からやり
がいや魅力につい
てメッセージをいた
だきました。

「神奈川県版活動強化方策」
（令和4年度～8年度）策定
しました。詳しい内容は、２～
４頁をご覧ください。

互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    56.11％

1. 運営費
　 28.68％

2. 補助金
    27.41％

2. 育成事業費
    50.23％

3. 互助事業費
    13.44％

4. 積立金 7.64％ 5. 予備費
    0.02％

3. 諸収入
    0.08％

4. 積立金
　取崩収入
    14.07％

5. 繰入金 0.02％

6. 繰越金
    2.31％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助 運 営 費

　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報誌）
　地域福祉活動費（助成）

第149号 令和4年6月15日県民児協だより
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1  運営費 14,865,000 円 （対前年度⽐  
391,000 円増） 

2  育成事業費 26,036,000 円 （対前年度⽐  
1,642,000 円増） 

3  互助事業費 6,968,000 円 （対前年度⽐  
3,912,000 円増） 

4  積⽴⾦ 3,959,000 円 （対前年度⽐  
3,840,000 円増） 

5  予備費 10,000 円 (増減なし) 

1 会費 29,087,000 円 （対前年度⽐  
6,000 円増） 

2 補助⾦ 14,207,000 円 （対前年度⽐  
4,670,000 円増） 

3 諸収⼊ 39,000 円 (増減なし) 

4 積⽴⾦取崩収⼊ 7,295,000 円 （対前年度⽐  
6,509,000 円増） 

5 繰⼊⾦ 10,000 円 (増減なし) 

6 繰越⾦ 1,200,000 円 （対前年度⽐ 
 1,400,000 円減） 

自治会や委員候補者へ委員の活動内容等を伝える

際に活用できるパンフレットを作成しました。 

よりリアルな想いを届け 

るべく、見開きページでは、 

現任民生委員・児童委員か 

らやりがいや魅力について 

メッセージをいただきました。 

一斉改選に向けて自治会等説明用パンフレットを刷新  

一昨年度は、多くの役員会が書面開催となりましたが、コロナ禍２年目

の令和３年度は、市町村民児協のサポートをいただきながら、オンライン

による会議開催を進めました。 

また、「オンライン情報交換会」（年４回）を 

令和３年度より新たに実施するなど、コロナ 

禍でもオンラインを活用し、委員同士の交流、 

情報交換を行いました。 

写真で振り返る 令和 3 年度の事業 

新任地区民児協会長研修会を一年越しに開催 

会費
56.11%

補助⾦
27.41%

諸収⼊
0.08%

積⽴⾦取崩収⼊
14.07%

繰⼊⾦
0.02%

繰越⾦
2.31%

補助⾦ 
神奈川県 
横須賀市 
全国互助 

令和２年度に延期となった標記研修会を令和３年９月、アルコール

消毒液やアクリルパネルの設置、会場の換気など感染症対策を講じ

たうえで集合及びオンラインにて開催しました。研修では、令和２年 

度に作成した、新任地区 

民児協会長向け小冊子 

『新任地区民児協会長の 

役割と心構え』を活用しま 

した。 

運営費
28.68%

育成事業費
50.23%

互助事業費
13.44%

積⽴⾦
7.64%

予備費
0.02%

積⽴⾦ 
退任記念品積⽴⾦ 
⼀ ⻫ 改 選 積 ⽴ ⾦ 
運 ⽤ 準 備 積 ⽴ ⾦ 

互助事業費 
県単互助事業費 
全国互助事業費 

運営費 
役員会費（理事会、総会等） 
負担⾦（互助、全⺠児連会費等） 
需要費（消耗品、印刷費等） 

 

収⼊の部 

今 期 初 め て の

通信員連絡会

もオンラインで

開催できたよ！ 

⽀出の部 

育成事業費 
研修会費（研修経費） 
調査広報費（委員会、広報紙） 
地域福祉活動費（助成） 

７ 

コロナ禍での事業運営も丸２年に 

令和 4 年度予算 
【 総 額 】 

51,838,000 

令和3年度の事業の振り返り

令和4年度予算

１ 会　費 	29,087,000円	（対前年度比6,000円増）

２ 補助金 	14,207,000円	（対前年度比4,670,000円増）

３ 諸収入 	 39,000円	（増減なし）

4 積 立 金
取崩収入 	 7,295,000円	（対前年度比6,509,000円増）

5 繰入金 	 10,000円	（増減なし）

6 繰越金 	 1,200,000円	（対前年度比1,400,000円減）

１ 運 営 費 	14,865,000円	（対前年度比391,000円増）

２ 育成事業費 	26,036,000円	（対前年度比1,642,000円増）

３ 互助事業費 	 6,968,000円	（対前年度比3,912,000円増）

４ 積 立 金 	 3,959,000円	（対前年度比3,840,000円増）

５ 予 備 費 	 10,000円	（増減なし）

【総額】51,838,000円



ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
　委員専用ページをご覧いただくためには、次のログイン情報をご入力ください。

◦発行日／令和4年6月15日　◦発行人／会長　桐生 行雄　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／㈱柏苑社
◦発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0825 横浜市神奈川区反町3-17-2 ☎045-534-5812 5045-314-3472 ホームページ：https：//www.kmjk.jp/

ID：minpyon2021
パスワード：0331

通 信 員 だ よ り
　

地
区
定
例
会
で
み
ん
ぴ
ょ
ん
を
紹
介
さ
れ
た
時
は
、

あ
ま
り
に
可
愛
く
て
、年
配
の
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
の

多
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

は「
え
え
！
」と
い
う
感
想
で
し
た
。そ
の
後
、使
わ
れ
る

場
所
が
増
え
て
見
慣
れ
た
こ
と
も
あ
り
、今
で
は
積
極

的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
機
運
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
市
民
児
協
に
は
独
自
に
発
行
す
る
広
報
誌
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、平
成
29
年
11
月
か
ら
鎌
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
発
行
す
る「
か
ま
く
ら
社
協
だ
よ
り
」

の
一
部
を
提
供
頂
い
て
、民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
や

活
動
に
つ
い
て
紹
介
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。か
ま
く
ら
社
協
だ
よ
り
は
年
に

４
回
し
か
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
が
、広
報
媒
体
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
す
。

　

記
事
を
載
せ
始
め
た

時
に
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
作
成
す
る
記
事

の
欄
に
は
特
段
の
名
称

は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
の
委
員
に
な
っ
た

令
和
３
年
２
月
号
か
ら

「
み
ん
ぴ
ょ
ん
通
信
」と

い
う
名
称
と
し
、み
ん

ぴ
ょ
ん
に
毎
号
登
場
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
読
ん
で
頂
け

る
良
い
紙
面
と
な
る
よ

う
み
ん
ぴ
ょ
ん
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

南
足
柄
市
に
は「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
」と
い
う
住
民

同
士
の
助
け
合
い
活
動
が
中
央
地
区
と
岡
本
地
区
に
二
つ

あ
り
ま
す
。「
生
活
の
中
の
困
り
ご
と
、ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し

て
ほ
し
い
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。安
価
な
代
金
で
利
用
で

き
ま
す
。」と
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。私
の
所
属
す
る

中
央
地
区
の「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
み
な
み
」は
令
和
元

年
10
月
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
活
動
に
は
多
く
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
元
委
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
見
守
り
訪
問
活
動
時
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
は
、

「
草
む
し
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
」「
重
い
ゴ
ミ
出
し
が
辛

い
」「
窓
や
床
掃
除
は
腰
が
痛
く
て
」「
買
い
物
で
歩
く
の
が

辛
い
」な
ど
の
困
り
ご
と
が
多
い
で
す
。介
護
保
険
の
対
象

外
で
あ
る
継
続
的
な「
ゴ
ミ
出
し
」「
安
否
確
認
」「
話
し
相

手
」な
ど
の
活
動
は「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
」で
担
う
と
う

ま
く
解
決
で
き
る
の
で
、積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

依
頼
作
業
を
や
り
遂
げ
た
後
で
、満
面
の
笑
み
で
お
礼

を
言
わ
れ
る
と
、晴
々
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、「
同
じ
地
区
に

長
く
住
ん
で
い
て
も
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、こ
の
活

動
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
知
り
あ
う
き
っ
か
け
が
で
き

た
」「
高
齢
の
方
に
お
声
が
け
で
き
た
」な
ど
の
言
葉
が
聞
か

れ
、住
民
同
士
の
ふ
れ
あ

い
を
推
進
で
き
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、地
域
の
方
々
の

要
望
を
お
た
が
い
さ
ま

ネ
ッ
ト
の
活
動
に
繋
げ
、

よ
り
活
発
に
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

大
磯
町
で
は
３
万
人
余
の
町
民
が
暮
ら
し
て
お
り
、53
名
の

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、今
期
の
委
員
が
就
任
し

て
ま
も
な
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
、今

な
お
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
大
磯
」を
合
い
言
葉
に「
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
」「
行
政
や
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
」と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
が
、従
来
の
よ
う
に
高
齢
者
、要
支
援
者
な
ど
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

担
当
地
域
の
高
齢
者
な
ど
に
は
、「
訪
問
カ
ー
ド
」に
三
密
の

回
避
・
マ
ス
ク
・
換
気
な
ど
の
大
切
さ
を
記
入
し
、季
節
の
写
真

や
絵
手
紙
を
添
え
る
な
ど
し
て
投
函
し
、「
何
か
あ
っ
た
ら
連

絡
下
さ
い
」と
伝
え
る
対
応
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。「
あ
な
た

を
気
に
し
て
い
る
人
が
こ
こ
に
い
る
」こ
と
が
少
し
で
も
伝
わ

り
、わ
ず
か
で
も
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

の
願
い
を
込
め
た
お
便
り
で
す
。

　

ま
た
、昨
年
の
町
民
児
協
の
広
報
誌
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら「
私
の
健
康
づ
く
り
」と
題

し
て
、元
気
な
お
年
寄
り
の
ラ
ジ
オ
体
操
、散
歩
で
の
筋
ト
レ
、

孫
と
の
会
話
な
ど
、ま
た
あ
る
町
内
会
で
行
っ
て
い
る「
元
気
づ

く
り
歩
こ
う
会
」、町
の
施
設
を
使
っ
て
の「
社
交
ダ
ン
ス
」「
太
極

拳
」同
好
会
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

現
在
、大
隈
重
信
な
ど
近
代
化
に

貢
献
し
た
先
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る

邸
宅
等
を
、松
林
と
遊
歩
道
が
囲
む

「
明
治
記
念
大
磯
邸
園
」が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。お
年
寄
り
や
子
ど

も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
賑
わ

い
、お
互
い
を
知
る
機
会
の
場
と
な

る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

み
ん
ぴ
ょ
ん
と一緒
に

頑
張
っ
て
い
ま
す

福
祉
活
動
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て

「
つ
な
が
り
を
切
ら
さ
な
い
」

通
信
員　

川
田
　
順
一

通
信
員　

久
積
　
瑠
美
子

通
信
員　

庄
司
　
幸
夫

鎌倉市

南足柄市

大磯町

草むしり　思ったより時間がかかり
４日を要した事もあり。

遊歩道が整備されている「明治記念大磯庭園」

8

第149号令和4年6月15日 県民児協だより

a_igarasi
テキスト ボックス






